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青色回転灯装備車（青パト）

　
「
井
口
ぱ
と
ろ
～
る
隊
」
は
、現
在
45
人
（
男

性
25
人
、
女
性
20
人
）
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
、自
発
的

に
集
ま
り
活
動
を
始
め
11
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
毎
日
、
小
・
中
学

生
の
登
下
校
の
時
間
帯
に
、
通
学
路
の
交
差
点

な
ど
の
危
険
箇
所
に
立
ち
、
子
ど
も
の
見
守
り

活
動
、
あ
い
さ
つ
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」「
気
を
つ
け
て
ね
」

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
と
、
響
き
合
い
ま
す
。

市議会

井口ぱとろ～る隊
＆

「目配り・気配り・心配り」を
モットーに

「明るく住みよいまちづくり」活動に
取り組む

『井口ぱとろ～る隊』の皆さんに
お話を伺いました。

特 集

《
子
ど
も
た
ち
の
登
校
の
様
子
は

ど
う
で
す
か
？
》

　
や
り
始
め
た
時
は
、
子
ど
も
た
ち
の
口
が
重

く
て
あ
い
さ
つ
が
返
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
声
か
け
を
続
け
る
こ
と
で
、
今
で
は
中
学

生
や
自
転
車
通
学
の
高
校
生
と
も
あ
い
さ
つ
を

交
わ
し
合
っ
て
い
ま
す
。
と
て
も
気
持
ち
が
い

い
で
す
ね
。

　
集
団
登
校
か
ら
遅
れ
て
来
て
い
た
子
が
、
最

近
は
先
頭
を
歩
い
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
う
れ

し
い
現
れ
で
す
。

　
横
断
歩
道
を
渡
る
と
き
は
、
左
右
を
見
て
手

を
挙
げ
る
よ
う
に
さ
せ
た
い
で
す
ね
。

《
ほ
か
に
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を

な
さ
っ
て
い
ま
す
か
？
》
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自
前
の
車
（
20
台
）
に
青
色
回
転
灯
を
つ
け
、

10
班
に
分
か
れ
、
交
代
で
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
っ
て
い
ま
す
。
40
人
が
警
察
か
ら
運
転
許
可

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
不
審
者
や
子
ど
も
の
夜
の
徘
徊
を
見
回
る
パ

ト
ロ
ー
ル
で
、犯
罪
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
。拡

声
器
を
つ
け
た
車
は
、
防
犯
・
防
災
・
交
通
安

全
活
動
に
広
報
の
面
で
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

《
活
動
費
用
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？
》

　
隊
員
か
ら
年
会
費
２
０
０
０
円
を
集
め
て
い

ま
す
。
市
・
自
治
会
の
助
成
金
を
合
わ
せ
た
自

主
会
計
で
す
。
十
分
活
動
で
き
て
い
ま
す
。

《
ぱ
と
ろ
～
る
隊
の
今
後
は
ど
う
で
す
か
？
》

　
私
た
ち
も
70
代
。
隊
員
を
増
や
し
、
若
い
世

代
へ
つ
な
げ
た
い
で
す
。

　
活
動
自
体
を
魅
力
あ
る
も
の
に
し
、
人
と
人

の
つ
な
が
り
を
生
か
し
、
若
い
人
を
誘
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

《「
議
会
だ
よ
り
」
は
お
読
み
で
す
か
？
》

　
議
員
の
質
問
、
市
長
の
答
弁
を
よ
く
読
ん
で

い
ま
す
。次
の「
議
会
だ
よ
り
」が
楽
し
み
で
す
。

皆
さ
ん
の
活
動
は
、
静
岡
県
知
事
表
彰
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
全
国
大
会
で
の
発
表
な

ど
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も「
明

る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
ご
活
躍

く
だ
さ
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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平
成
27
年
度

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決
算
を
認
定
!!

　

平
成
28
年
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
１
日（
木
）か
ら
30
日（
金
）ま
で
、
30
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
１
日
（
木
）
本
会
議
初
日　
31
議
案
上
程

市
長
専
決
処
分
に
よ
る
報
告
２
件
、
平
成
27
年
度
会
計
決
算
（
一
般
会

計
決
算
、
特
別
会
計
８
件
、
公
営
企
業
会
計
２
件
）
の
ほ
か
、
平
成
28

年
度
一
般
会
計
等
の
補
正
予
算
５
件
、
条
例
改
正
８
件
、
一
般
議
案
５

件
、
請
願
１
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
に
川
根
温
泉
メ
タ
ン
ガ
ス
設
置
工
事
に
関
す
る
一
般
議

案
１
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
９
日
（
金
）
～
13
日
（
火
）
一
般
質
問　
議
員
16
人
が
登
壇

議
員
16
人
が
登
壇
し
、
一
問
一
答
に
よ
る
個
人
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
11
～
19
ペ
ー
ジ
）

９
月
14
日
（
水
）
議
案
質
疑　
議
員
述
べ
９
人
が
登
壇

議
員
延
べ
９
人
が
登
壇
し
、
議
案
の
詳
細
に
つ
い
て
市
当
局
に
質
問
し

ま
し
た
。	

（
５
～
７
ペ
ー
ジ
）

Ｐ
ｉ
ｃ
ｋ 

Ｕ
ｐ 

１
～
４
と
「
こ
こ
に
注
目
！
」
へ

９
月
15
日
（
木
）
～
９
月
20
日
（
火
）
常
任
委
員
会
の
議
案
審
査

厚
生
教
育
・
経
済
建
設
・
総
務
生
活
の
各
常
任
委
員
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ

１
日
ず
つ
３
日
間
に
わ
た
り
、
付
託
さ
れ
た
議
案
審
査
と
請
願
審
査
を

行
い
ま
し
た
。	

（
８
～
10
ペ
ー
ジ
）

９
月
30
日
（
金
）
本
会
議
最
終
日　
28
議
案
可
決
・
意
見
書
採
択

３
常
任
委
員
会
で
の
議
案
審
査
と
結
果
に
つ
い
て
各
委
員
長
が
報
告
し
、

引
き
続
き
延
べ
14
人
の
議
員
が
賛
成
・
反
対
の
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
22
議
案
は
全
員
賛
成
、
５
議
案
は
賛
成
多
数
に
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
は
反
対
多
数
と
な
り
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。	

（
20
～
22
ペ
ー
ジ
）

さ
ら
に
意
見
書
１
件
を
採
択
し
、
国
会
な
ど
に
送
付
し
ま
し
た
。

（
19
ペ
ー
ジ
）

定例会
の

概要
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〈
認
定
第
１
号　
平
成
27
年
度
一
般
会
計
決
算
〉

〈
認
定
第
１
号　
平
成
27
年
度
一
般
会
計
決
算
〉

Q	

経
常
収
支
比
率
が
88
・
５
％
と
前
年
比
３
・
１
ポ
イ
ン
ト
改
善
さ
れ
た
。
こ
の

数
値
を
ど
う
分
析
し
て
い
る
か
？

A	

平
成
27
年
度
は
、
地
方
消
費
税
交
付
金
等
の
外
的
要
因
に
よ
り
一
時
的
に
改
善

し
た
。
今
後
は
、
社
会
保
障
経
費
等
が
増
大
し
、
比
率
は
上
昇
す
る
と
考
え
る
。

Q	

平
成
27
年
度
普
通
地
方
交
付
税
額
が
上
昇
し
た
が
、
今
後
の
見
通
し
は
？

A	

平
成
28
年
度
の
普
通
交
付
税
決
定
額
は
減
少
し
、
今
後
も
合
併
算
定
加
算
が
段

階
的
に
減
少
す
る
た
め
、
普
通
交
付
税
は
減
少
す
る
と
認
識
す
る
。

Q	

ふ
る
さ
と
納
税
者
が
支
援
し
た
い
事
業
と
は
？

A	

児
童
・
子
育
て
関
係
が
最
も
多
く
１
５
２
４
件
の
う
ち
３
９
２
件
で
、
次
が
環

境
関
係
１
１
９
件
、
続
い
て
福
祉
関
係
１
５
６
件
と
な
っ
て
い
る
。

Q	

目
的
に
沿
っ
た
運
用
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
？

A	

平
成
28
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
、
民
間
保
育
所
建
設
助
成
事
業
や
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
運
営
費
の
財
源
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
を
重
点
的
に
充
当
し
た
。

Q	

今
年
度
こ
の
事
業
を
進
め
て
い
く
上
で
心
掛
け
た
こ
と
は
何
か
？

A	

お
返
し
す
る
記
念
品
数
を
増
や
す
よ
う
努
め
て
い
て
、
現
在
は
１
５
０
品
目
ほ

ど
に
な
る
。 経

常
収
支
比
率
が
改
善
さ
れ
た
が
？

ふ
る
さ
と
寄
付
金
は
ど
う
生
か
す
？

Pick
up 2 Pick

up 1

〈
認
定
第
７
号　
平
成
27
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
決
算
〉

〈
議
案
第
68
号　
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）〉

Q	

お
で
か
け
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
げ
ん
き
教
室
事
業
は
年
度
途
中
で
始
ま
っ
た

新
総
合
事
業
だ
が
、
利
用
者
が
少
な
い
理
由
は
？

A	

新
事
業
で
あ
る
た
め
認
知
度
が
低
か
っ
た
。
げ
ん
き
教
室
は
対
象
者
と
な
る
高

齢
者
の
把
握
が
難
し
か
っ
た
。

Q	

両
事
業
の
利
用
増
対
策
は
ど
う
す
る
の
か
？

A	

市
の
広
報
媒
体
で
事
業
の
紹
介
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
研
修
会
で
利
用
を
呼
び
か

け
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
対
象
高
齢
者
の
情
報
把
握
を
し
て
い
く
。

Q	

債
務
負
担
行
為
と
し
て
追
加
補
正
で
出
さ
れ
た
こ
の
事
業
の
規
模
と
内
容
は
？

A	

平
成
29
年
度
に
実
施
す
る
た
め
の
債
務
負
担
行
為
。
予
算
額
１
億
８
０
０
０
万

円
と
し
、
財
源
と
し
て
過
疎
対
策
債
、
合
併
特
例
債
も
活
用
す
る
。

Q	

対
象
と
な
る
地
域
は
ど
こ
か
？

A	

川
根
地
区
を
含
む
島
田
北
部
地
域
で
あ
る
。

Q	
今
後
設
置
す
る
推
進
協
議
会
の
役
割
と
メ
ン
バ
ー
は
？

A	
設
置
は
補
助
金
交
付
の
要
件
に
な
っ
て
い
る
。
補
助
対
象
の
地
域
、
施
設
、
事

業
者
の
選
定
方
法
、
経
費
の
審
議
の
た
め
、
今
年
度
設
置
の
準
備
を
行
う
。

　
　
メ
ン
バ
ー
は
市
の
総
務
課
・
戦
略
推
進
課
・
地
域
づ
く
り
課
、
静
岡
県
情
報
政

策
課
の
職
員
を
含
め
た
構
成
と
な
る
。

介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
現
状
は
？

光
フ
ァ
イ
バ
網
整
備
事
業
は

ど
う
進
む
？

Pick
up 3Pick

up 4
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これに注目!!

皆さんの税金はこのように使われました。
平成27年度　島田市　各会計決算を認定

一般会計歳出額（使ったお金）

歳出額（公営企業会計を除く）

359億6,439万円

577億8,062万円

島田市（一般会計）は、市債（借金）残高が減り、
基金（貯金）が増えています。

　前年度の「税金の使い道（決算）」に関して、９月定例会にお
いて市長は市監査委員と市議会のチェック（審査）を受けなく
てはなりません。
　平成27年度の島田市決算が市長から示されたので、９月15、
16、20日の３日間に開催された３つの常任委員会にて決算の審
査を行い、「認定すべき」と決しました。（Ｐ８～10）
　さらに、30日の本会議最終日においては決算を認定しました。
　その一部を紹介します。

平成27年度　島田市の各会計決算（公営企業会計を除く）

歳入（市の収入） 歳出（市の支出）

一般会計 377億3,729万円 359億6,439万円

特別会計

国民健康保険事業 117億7,333万円 114億3,082万円

簡易水道事業 2億672万円 2億27万円

土地取得事業 5億3,696万円 5億3,696万円

休日急患診療事業 2,260万円 1,314万円

公共下水道事業 10億6,227万円 10億4,853万円

介護保険事業 75億7,124万円 75億873万円

介護サービス事業 5,817万円 4,954万円

後期高齢者医療事業 10億3,002万円 10億2,821万円

公営企業会計（支出のみ）

公営企業会計（支出のみ）

水道事業会計 15億8,667万円

　うち、収益的支出 9億3,283万円
　　　　資本的支出 6億5,384万円

病院事業会計 137億7,611万円

　うち、収益的支出 129億808万円
　　　　資本的支出 8億6,802万円

平成27年度末の残高 平成26年度末と比較

市債 425億9,871万円 △6億4,545万円

基金 125億771万円 3億5,853万円
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その他 48億6,190万円
議会費 ２億2,798万円
労働費 3,814万円
災害復旧費 7,102万円
公債費 45億630万円
諸支出金 1,844万円

新市誕生10周年記念事業 959万円
コミュニティバス運行管理経費 ２億4,018万円
地域消費喚起・生活支援型事業 ５億7,932万円

43億4,996万円総務費
こども館管理運営事業 3,061万円
特定不妊治療費助成事業 4,112万円
生活保護扶助費 ４億9,742万円

111億1,914万円民生費

定期予防接種事業 ２億5,118万円
新病院建設基金新規積立金 ４億円
ガス化溶融施設管理運営経費 ７億9,494万円

41億6,654万円衛生費
担い手育成支援事業 110万円
がんばる認定農業者支援事業 1,992万円
強い農業づくり交付金等事業 １億1,870万円

10億7,093万円農林業費

※各欄の金額について、端数処理（千円以下切り捨て）をしています。

富士山静岡空港就航先販路開拓事業費補助金　70万円
企業立地促進事業費補助金 ２億5,419万円
オリンピック・パラリンピック合宿誘致経費　５万円

８億3,091万円商工費
道路施設管理経費 8,797万円
橋りょう長寿命化修繕・耐震事業　１億4,387万円
ばら制定都市会議開催経費 208万円

31億2,084万円土木費

消防団活動事業 7,289万円
消防自動車更新事業 3,191万円
自主防災組織育成事業 1,216万円

18億460万円消防費
教育用コンピュータ整備経費（小・中学校） 3,507万円
川根小学校改築事業 ９億100万円
島田球場改修事業 8,765万円

46億3,953万円教育費
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Q	

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
適

正
人
数
と
負
担
軽
減
策
は
。

A	

国
の
配
置
基
準
に
基
づ
き
、市

の
人
口
規
模
等
か
ら
１
９
３

人
が
適
正
と
さ
れ
て
い
る
。
各

課
に
委
員
の
出
席
を
縮
小
す

る
よ
う
お
願
い
す
る
な
ど
、
委

員
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

Q	

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
事
業
者

を
対
象
と
し
た「
地
域
介
護・

福
祉
空
間
整
備
推
進
交
付
金

事
業
」
の
今
後
の
継
続
性
と
、

申
請
事
業
所
の
状
況
は
。

A	

全
国
５
千
数
百
件
の
事
業
所

か
ら
申
請
が
あ
り
、
こ
の
状

況
を
国
が
判
断
し
予
算
を
確

Q	

事
業
費
が
減
額
さ
れ
て
い
る
。

整
備
計
画
へ
の
影
響
は
。

A	

現
段
階
で
は
平
成
39
年
度
を

目
標
に
実
施
し
て
い
る
が
、

整
備
年
度
に
つ
い
て
は
延
長

の
可
能
性
が
あ
る
。

保
す
れ
ば
あ
り
得
る
。
市
内

で
は
、
２
月
の
要
望
調
査
時

点
で
４
法
人
６
事
業
所
10
件

の
申
請
が
あ
っ
た
。

Q	

委
託
の
管
理
基
準
と
契
約
年
数
は
。

A	

契
約
年
数
は
１
年
、管
理
基
準

は
、
機
械
・
手
刈
り
で
の
草
刈

り
が
３
回
で
あ
る
。

Q	

川
根
球
場
で
は
、
見
か
ね
て

地
元
住
民
が
草
刈
り
を
し
た

現
状
だ
。
そ
の
確
認
は
さ
れ

て
い
る
の
か
。

A	
責
任
あ
る
課
と
し
て
、
全
体

を
確
認
し
管
理
す
る
。

Q	

総
合
事
業
訪
問
介
護
・
生
活

支
援
員
派
遣
事
業
の
実
績
を

ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

A	

平
成
27
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

新
総
合
事
業
の
う
ち
、
総
合

事
業
訪
問
介
護
等
の
新
規
事

業
の
利
用
は
低
調
で
あ
っ
た
。

今
後
の
増
加
を
期
待
す
る
。

Q	

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
対

象
者
と
副
作
用
は
。

A	

接
種
対
象
者
は
０ゼ

ロ
歳
児
、
接

種
者
の
５
％
以
下
の
確
率
で

発
熱
、
発
疹
、
吐
き
気
、
筋

肉
痛
等
が
見
ら
れ
る
と
の
報

告
が
あ
る
。

住民に親しまれている川根野球場

厚
生
教
育
常
任

員
委

会

　
　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
負
担
軽
減
が
必
要
！

平
成
28
年
度

　
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
27
年
度

　
一
般
会
計
決
算
認
定

平
成
27
年
度

　
介
護
保
険
事
業

　
　
特
別
会
計
決
算
認
定

●
文
化
財
保
護
費

　
諏
訪
原
城
跡
整
備
事
業

●
老
人
福
祉
費

　
老
人
福
祉
施
設
管
理
運
営
事
業

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
事
業

●
社
会
体
育
施
設
業
務
委
託
運
営
事
業

●
感
染
症
予
防
費

　
定
期
予
防
接
種
事
業

介護士の負担が楽になるロボット

島田市議会には３つの常任委員会があり、議員は必ずいずれかの委員会に属し、
議案審査に当たります。９月定例会の議案審査の概要は次のとおりです。

常任委員会報告
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経
済
建
設
常
任

員
委

会

　
　

交
付
金
減
額
！
ど
う
な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

Q	

財
源
が
、
合
併
特
例
債
か
ら

一
般
財
源
に
な
っ
た
理
由
は
。

A	

工
業
用
地
と
し
て
造
成
し
売

却
す
る
と
い
う
事
業
に
よ
り
、

合
併
特
例
債
事
業
の
対
象
外

と
判
断
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

Q	

国
の
土
木
関
係
交
付
金
が
減

る
な
か
、
工
事
を
少
し
で
も

前
へ
進
め
る
工
夫
は
し
て
い

る
か
。

A	

市
と
し
て
は
、
主
要
事
業
を

決
め
、
国
な
ど
に
も
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要

だ
。
先
方
へ
職
員
が
出
張
し
、

指
導
を
受
け
て
い
る
。

Q	

車
体
と
ポ
ン
プ
な
ど
の
艤ぎ

装そ
う

部
分
を
分
離
し
て
発
注
し
、

ポ
ン
プ
自
動
車
と
し
て
購
入

す
る
場
合
の
問
題
点
は
。

A	

故
障
箇
所
が
特
定
で
き
ず
、

修
理
に
時
間
が
か
か
る
。

Q	

入
札
価
格
が
予
定
価
格
よ
り

高
か
っ
た
た
め
随
意
契
約
と

な
っ
た
が
、
経
過
を
伺
う
。

A	

過
去
の
実
績
と
見
積
り
額
を

総
合
的
に
判
断
し
予
定
価
格

を
決
め
た
が
、
入
札
価
格
が

予
定
価
格
を
上
回
っ
た
。
差

額
が
あ
ら
か
じ
め
決
め
た
５

％
以
内
だ
っ
た
た
め
、
随
意

契
約
に
切
り
替
え
た
。

平
成
28
年
度

　
一
般
会
計
補
正
予
算

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　（
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
）

●
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

　
　
推
進
区
域
整
備
事
業

●
東ひ
が
し

町ち
ょ
う

御お

請う
け
線
整
備
事
業

整備が進む東
ひがし

町
ちょう

御
お

請
うけ

線

Q	

市
が
補
助
を
し
て
い
る
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
契
約

金
額
・
就
業
率
が
下
が
っ
て

い
る
が
、
状
況
は
ど
う
か
。

A	
企
業
の
再
雇
用
に
よ
り
就
業

率
が
下
が
っ
て
い
る
が
、
受

託
率
は
微
増
で
あ
る
。

平
成
27
年
度

　
一
般
会
計
決
算
認
定

●
雇
用
促
進
・
就
労
支
援
事
業

Q	

茶ち
ゃ

草ぐ
さ

場ば

農
法
推
進
の
成
果
は

ど
う
か
。
も
う
少
し
目
に
見

え
る
事
業
は
で
き
な
い
か
。

A	

昨
年
は
見
本
市
や
イ
ベ
ン
ト

に
７
回
出
展
し
た
。
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Q	

前
年
に
比
べ
、
入
館
者
数
が

減
っ
て
い
る
理
由
は
何
か
。

A	

近
隣
の
温
泉
施
設
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
や
川
根
温
泉
ホ
テ
ル

の
影
響
を
受
け
た
。

Q	

大
井
川
鐵
道
㈱
の
関
わ
り
方

が
は
っ
き
り
し
な
い
。
新
駅

建
設
の
事
業
主
体
は
ど
こ
か
。

A	

大
井
川
鐵
道
㈱
が
主
体
と
な

る
が
、
構
想
段
階
で
あ
る
の

で
具
体
的
に
は
こ
れ
か
ら
だ
。

●
世
界
農
業
遺
産
推
進
事
業

●
田
代
の
郷
温
泉
管
理
運
営
事
業

●
賑
わ
い
・
交
流
拠
点
整
備
事
業

艤
ぎ

装
そう

途中の消防ポンプ自動車（同型）
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決
算
の
成
果
を
、
予
算
に
反
映
す
べ
き
!!

総
務
生
活
常
任

員
委

会

　
市
の
公
債
権
に
か
か
わ
る
督
促

手
数
料
を
廃
止
す
る
こ
と
で
、
事

務
の
合
理
化・効
率
化
を
図
り
、早

期
か
つ
適
正
な
滞
納
処
分
に
よ
る

公
正
性
の
担
保
と
自
主
財
源
確
保

の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

●
反
対 

２
人

　
国
で
も
所
得
税
法
の
見
直
し
が

盛
り
込
ま
れ
た
議
論
が
さ
れ
て
い

る
。
推
移
を
見
守
る
べ
き
だ
。

●
賛
成 

３
人

　
時
代
に
則
し
た
税
制
改
正
が
な

さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
る
。
白
色
・

青
色
申
告
と
も
記
帳
が
義
務
化
さ

れ
て
い
る
た
め
家
族
給
与
を
同
様

に
経
費
と
し
て
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。

市
税
条
例
等
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

Q	

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
人
の
流
れ
を
呼

び
込
む
教
育
・
産
業
づ
く
り

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
は
。

A	

藤
枝
市
と
連
携
し
、
市
内
Ｉ

Ｔ
企
業
や
金
融
機
関
が
参
画

す
る（
仮
称
）Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
を
立
ち
上
げ
、
人

材
育
成
や
地
元
企
業
へ
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
導
入
促
進
、
新
し
い
働

き
方
の
創
出
を
推
進
す
る
事

業
で
あ
る
。

Q	

職
員
定
員
管
理
計
画
を
今
後

ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

A	

年
齢
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
慮

し
な
が
ら
、
５
年
間
毎
に
計

画
を
立
て
適
正
化
し
た
い
。

Q	

審
議
会
等
委
員
、
行
政
委
員
、

市
の
管
理
職
に
占
め
る
女
性

の
割
合
は
。

Q	

事
業
仕
分
け
に
よ
る
事
業
内

容
の
見
直
し
が
、
予
算
に
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
か
。

A	

平
成
26
・
27
年
度
の
2
カ
年

で
敬
老
事
業
祝
い
金
の
対
象

年
齢
見
直
し
、
田
代
の
郷
の

指
定
管
理
（
平
成
26
年
度
）

制
度
な
ど
で
、
平
成
28
年
度

予
算
で
１
億
３
６
０
０
万
円

の
減
額
が
さ
れ
た
。

A	

審
議
会
等
25
・
９
％
、
行
政

委
員
10
・
２
％
、
管
理
職	

16
・
８
％
（
平
成
28
年
で
は

18
・
８
％
と
管
理
職
は
増
加

し
て
い
る
）。

Q	

旧
金
谷
中
学
校
跡
地
活
用
ア

イ
デ
ア
コ
ン
ペ
の
作
品
の
反

映
の
方
法
は
。

A	
県
の
有
識
者
会
議
が
策
定
す

る
基
本
計
画
に
、
民
間
事
業

者
の
意
見
と
併
せ
反
映
す
る
。

平
成
28
年
度

　
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
27
年
度

　
一
般
会
計
決
算
認
定

「
所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止
」

　
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を

　
求
め
る
請
願

●
戦
略
推
進
費

●
総
務
費
一
般
管
理
費

●
人
権
・
男
女
共
同
参
画
費

●
事
業
仕
分
け
実
施
経
費

●
空
港
周
辺
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
推
進
事
業

ＩＣＴによる推進事業イメージ

利活用が検討される旧金谷中学校跡地



A
Q
&

情
を
考
慮
し
な
が
ら
小
規
模
校
の
教

育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
今
後
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
検
討

し
て
い
く
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

ど
う
い
う
教
育
を
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
か
、
と
い
う
観
点
が
大
事
で
は

な
い
か
と
思
う
。

Q 

平
成
32
年
に
は
英
語
教
育
が
小
学
校

五
年
生
か
ら
正
式
教
科
に
な
る
が
、

準
備
等
の
課
題
を
伺
う
。

A	

人
材
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

Q 

島
田
市
の
幼
児
教
育
（
保
育
）
に
関

す
る
基
本
的
な
考
え
を
伺
う
。

A	

幼
児
教
育
は
生
涯
に
わ
た
る
人
間
形

成
の
基
礎
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
家
庭
、
地
域
社
会
、
幼
稚
園
等
の
横

の
連
携
、
そ
し
て
幼
児
の
発
達
や
学

び
の
連
続
性
を
踏
ま
え
た
縦
の
接
続

を
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
る
。
家
庭
教
育
の
充
実
を
図
る

と
共
に
、
各
幼
稚
園
や
保
育
園
の
特

色
を
生
か
す
中
で
島
田
市
の
子
ど
も

を
育
て
て
い
き
た
い
。

Q 

保
育
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
必
要
性

に
つ
い
て
、
ど
う
思
っ
て
い
る
か
。

A	

子
ど
も
を
預
け
て
働
き
た
い
と
い
う

希
望
が
あ
る
人
は
、
預
け
て
働
け
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
第
一
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。
保
育
園
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
を
含
め
た
待
機

児
童
ゼ
ロ
を
喫
緊
の
課
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。

Q 

市
内
の
小
規
模
校
に
対
す
る
島
田
市

の
方
針
を
伺
う
。

A	

島
田
市
の
未
来
を
担
う
人
材
を
育
て

て
い
く
た
め
に
、
地
域
の
特
色
、
実

島田市の乳幼児教育を担う保育園・幼稚園
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一
般
質
問

市
長
に
質た

だ

す
！

　

島
田
市
議
会
９
月
定
例
会
で
は
、

各
議
員
に
よ
る
個
人
質
問
を
実
施
し

ま
し
た
。
全
議
員
が
一
問
一
答
方
式

（
議
員
が
一
つ
の
質
問
し
、市
長
等
も

一
つ
ず
つ
答
弁
）
を
選
択
し
、
質
問

と
答
弁
の
双
方
で
50
分
の
制
限
時
間

内
で
行
い
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
議
員
16
人
の
個
人
質

問
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
あ
な
た
が
興
味
を
持
っ
た
質
問
は

あ
り
ま
す
か
？

　

市
の
方
針
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
す
る
大
切
な
内
容
全
般
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
長
や
執
行
機
関
に
一
般
質
問
を
行
い
ま
す
。

※
一
般
質
問
全
文
を
掲
載
し
た
会

議
録
と
録
画
映
像
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
録
画
映
像
は
、
パ
ソ
コ
ン
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

島
田
市
の
教
育
を
考
え
る

※このコーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

紅
くればやし

林　貢
みつぐ

 議員
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A	

自
治
会
連
合
会
の
集
ま
り
で
は
、
全

員
ロ
ゴ
マ
ー
ク
入
り
の
ネ
ク
タ
イ
を

着
用
さ
せ
て
い
る
。
次
の
議
会
に
は

揃
っ
て
つ
け
て
い
る
と
思
う
。

Q 

コ
ミ
バ
ス
の
菊
川
神
谷
城
線
は
、
４

月
か
ら
障
害
者
に
と
っ
て
不
便
に
な

っ
た
と
の
声
が
あ
る
が
、
対
策
は
。

A	

利
用
者
の
要
望
は
さ
ま
ざ
ま
で
全
て

応
え
る
こ
と
は
大
変
難
し
い
が
、
障

害
を
お
持
ち
の
利
用
者
へ
の
対
応
は
、

施
設
へ
の
到
着
の
時
刻
等
の
配
慮
を

見
直
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

Q 

蓬
莱
橋
周
辺
に
は
文
学
碑
が
３
つ

（
石い
し

原は
ら

純あ
つ
し

、吉よ
し

田だ

弦げ
ん

二じ

郎ろ
う

、田た

中な
か

波は

月げ
つ

）

あ
り
、
昭
和
初
期
の
文
化
が
集
ま
っ

て
い
る
場
所
だ
。
そ
う
い
う
観
点
か

ら
勝
海
舟
の
銅
像
と
こ
れ
ら
の
碑
と

の
動
線
を
考
え
る
べ
き
だ
が
、
い
か

が
。

A	
全
体
の
中
で
の
そ
う
い
っ
た
動
線
も

考
え
、
案
内
板
等
も
今
後
し
っ
か
り

誘
導
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
。

Q 

賑
わ
い
交
流
拠
点
整
備
事
業
に
お
け

る
新
東
名
高
速
道
路
の
高
架
下
駐
車

場
等
に
つ
い
て
、
中
日
本
高
速
道
路

㈱
と
の
交
渉
状
況
を
問
う
。

A	

現
時
点
で
は
駐
車
場
の
整
備
の
事
業

費
は
概
ね
９
０
０
０
万
円
。
面
積
は

で
き
る
だ
け
広
く
確
保
し
た
い
が
、

協
議
の
中
で
精
査
し
確
定
す
る
。

Q 

当
事
業
に
お
け
る
農
振
除
外
は
。

A	

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
定
期
変

更
は
、
来
年
２
月
に
向
け
農
振
除
外

の
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。
高
い
ハ

ー
ド
ル
で
は
あ
る
が
、
国
・
県
の
指

導
を
受
け
ゴ
ー
ル
に
近
づ
け
て
い
る
。

Q 

工
事
の
着
工
は
平
成
30
年
と
聞
く
が
、

予
定
は
今
も
変
わ
ら
な
い
か
。

A	

着
工
の
時
期
の
変
更
は
な
い
。

Q 「
緑
茶
化
計
画
」
が
市
民
に
浸
透
し

て
い
な
い
。
前
回
の
議
会
報
告
会
に

お
い
て
も
市
民
か
ら
指
摘
を
受
け
た
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使
っ
て
ア
ピ
ー
ル
す

べ
き
で
あ
る
。
議
会
放
映
を
通
じ
て

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
身
に
つ
け
て
宣
伝
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

Q 

物
販
所
兼
休
憩
所
を
造
る
と
の
こ
と

だ
が
、
具
体
的
に
ど
ん
な
も
の
を
販

売
す
る
の
か
。

A	

市
の
お
茶
を
中
心
に
和
菓
子
や
小
物

類
、「
島
田
の
逸
品
」
な
ど
で
あ
る
。

Q 

物
販
所
で
市
の
観
光
案
内
も
す
る
か
。

A	

市
内
の
別
の
観
光
施
設
（
特
に
博
物

館
エ
リ
ア
）
に
も
ぜ
ひ
導
い
て
も
ら

い
た
い
の
で
、
販
売
の
職
員
に
は
観

光
案
内
の
で
き
る
よ
う
な
レ
ク
チ
ャ

ー
を
し
て
い
き
た
い
。

Q 

物
販
所
兼
休
憩
所
の
位
置
や
、
ど
ん

な
内
容
の
建
物
と
な
る
か
は
、
橋
番

小
屋
や
ト
イ
レ
を
ど
う
す
る
か
な
ど

と
深
く
関
連
し
て
お
り
、
総
合
的
に

決
め
る
べ
き
だ
が
い
か
が
か
。

A	

ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
協
議
会
は
、
全
体
的

な
計
画
を
全
て
策
定
し
て
実
行
し
て

い
く
よ
う
な
形
に
な
る
。
た
だ
、
現

時
点
で
は
「
物
販
所
を
な
る
べ
く
早

期
に
建
設
を
し
て
い
き
た
い
」
と
い

う
こ
と
で
協
議
し
て
建
築
に
は
い
る
。

そ
の
場
所
等
に
つ
い
て
は
、
後
で
不

都
合
が
生
じ
な
い
よ
う
、
十
分
に
審

議
を
し
て
い
き
た
い
。

僕たちこのバスで「きらり」に通っています

蓬莱橋の２つの文学碑（向きが逆）

地
域
活
性
化
事
業
の

 

あ
り
方
を
問
う
！

蓬
莱
橋
周
辺
整
備
は総合

的
に
！
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Q	

六
合
の
人
口
に
対
し
、
駐
車
台
数
は

２
０
０
台
必
要
で
は
な
い
か
。

A	

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

Q 

待
機
児
童
数
は
現
在
何
人
か
。

A	

本
年
７
月
１
日
現
在
で
12
名
。

Q 

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
採
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

A	
ア
ン
ケ
ー
ト
を
採
る
予
定
は
な
い
。

Q 
空
き
家
な
ど
を
使
用
し
地
域
の
特
色

を
生
か
す
保
育
は
検
討
し
た
か
。

A	

認
可
保
育
園
を
建
設
し
て
い
く
。

Q 

０
歳
か
ら
２
歳
児
の
保
育
園
建
設
予

定
が
六
合
と
向
谷
に
あ
る
と
の
こ
と
。

六
合
地
区
は
、
防
災
や
交
通
の
危
機

管
理
の
面
か
ら
も
、
六
合
公
民
館
の

駐
車
場
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
な

ぜ
こ
の
場
所
な
の
か
。
計
画
作
成
に

あ
た
り
、
地
元
住
民
の
意
向
を
確
認

し
た
か
。

A	

各
自
治
会
長
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員

会
の
会
長
に
説
明
し
た
。

Q 

建
設
計
画
作
成
は
、
誰
が
ど
こ
で
行

っ
た
か
。

A	

（福）
六
合
福
祉
会
よ
り
保
育
園
建
設
の

提
案
を
い
た
だ
き
、
市
内
部
で
協
議

し
た
。
建
設
に
つ
い
て
、
市
の
予
算

は
今
は
な
い
。

Q 

予
算
も
な
く
決
定
し
て
い
な
い
の
に
、

造
る
と
言
っ
て
い
る
の
か
。

A	

市
有
地
を
使
い
六
合
福
祉
会
が
建
設

す
る
の
で
、
島
田
市
と
し
て
は
予
算

を
計
上
し
て
い
な
い
。

Q 

住
民
説
明
会
で
多
数
の
反
対
意
見
が

あ
っ
た
が
、
ど
う
分
析
し
た
か
。

A	

前
回
の
説
明
よ
り
、
建
物
規
模
を
少

し
小
さ
く
し
て
進
め
た
い
。

駐車場は六合住民の大切な財産です

Q	

国
土
交
通
省
と
の
河
川
占
用
許
可
状

況
は
。

A	

横
井
運
動
場
公
園
内
の
全
体
計
画
を

構
築
す
る
中
で
、
年
次
整
備
計
画
を

作
成
し
、
河
川
占
用
許
可
を
受
け
る

よ
う
指
導
さ
れ
て
い
る
。
現
在
事
前

協
議
を
し
て
い
る
。

Q 

具
体
的
な
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

市
民
の
意
見
の
反
映
方
法
は
。

A	

今
後
、
サ
ッ
カ
ー
協
会
や
野
球
連
盟

な
ど
の
要
望
や
意
見
な
ど
を
聞
き
な

が
ら
、
平
成
29
年
度
に
策
定
し
た
い
。

Q 

市
内
保
育
所
の
課
題
は
何
か
。

A	

保
育
士
不
足
や
、
発
達
障
害
な
ど
特

別
な
支
援
が
必
要
な
子
供
へ
の
対
応

な
ど
に
苦
慮
し
て
い
る
。

Q 

保
育
士
の
賃
金
格
差
の
現
状
は
。

A	

全
職
業
の
平
均
賃
金
と
比
較
し
、
保

育
士
は
11
万
円
低
い
。
し
か
し
1
年

目
の
保
育
士
で
は
民
間
の
ほ
う
が
市

の
保
育
士
よ
り
高
い
。
た
だ
10
年
目

に
な
る
と
市
が
高
く
な
る
。

Q 

労
働
環
境
が
保
育
士
不
足
の
要
因
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
保
育
士
バ
ン
ク

な
ど
保
育
士
を
斡
旋
す
る
考
え
は
。

A	

保
育
士
確
保
の
問
題
は
、
市
も
民
間

も
両
方
同
じ
で
あ
る
。
保
育
士
を
登

録
し
斡
旋
で
き
る
か
ど
う
か
、
先
進

的
に
行
っ
て
い
る
市
を
参
考
に
可
能

性
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

Q 
か
わ
ね
保
育
園
の
民
営
化
準
備
委
員

会
で
地
域
の
意
見
を
聞
く
べ
き
で
は
。

A	
市
と
し
て
は
、
き
ち
ん
と
市
民
の
ほ

う
に
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
。

29年度に整備計画を策定する横井運動公園

サ
ッ
カ
ー
場
の
整
備
計
画
は
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在
住
者
の
定
住
化
施
策
は

Q	

耳
マ
ー
ク
「
筆
談
に
応
じ
ま
す
」
表

長嶋・王・イチロー選手も来島！島田球場

　
　

  

を
知
っ
て
ま
す
か
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ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
も
必
要
で
は
な
い
か
。

A	

川
根
地
区
で
、
定
住
化
の
た
め
の
具

体
的
な
施
策
を
考
え
て
い
る
。

Q	

近
隣
市
町
で
は
、
結
婚
支
援
事
業
に

助
成
金
を
上
乗
せ
す
る
動
き
も
あ
る
。

在
住
者
流
出
阻
止
の
た
め
に
も
、
勤

労
者
住
宅
資
金
利
子
補
給
事
業
を
再

検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

A	

利
子
補
給
は
定
住
の
選
択
肢
で
あ
る

と
思
う
が
、
定
住
施
策
と
し
て
は
住

宅
購
入
へ
の
支
援
も
必
要
と
考
え
て

い
る
。
今
後
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

Q	
市
内
へ
の
移
住
件
数
の
動
向
は
。

A	
昨
年
、
市
の
定
住
施
策
を
利
用
し
た

世
帯
は
３
世
帯
６
人
で
、
今
年
は
６

世
帯
17
人
と
な
っ
て
い
る
。

Q	

市
内
に
住
ん
で
い
る
人
に
住
み
続
け

て
も
ら
う
た
め
に
は
、
一
定
程
度
イ

Q 

地
域
資
源
を
活
用
し
地
域
活
性
化
に

結
び
つ
け
る
観
点
か
ら
、
歴
史
と
伝

統
あ
る
島
田
球
場
を
生
か
せ
ば
、
大

き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
。
設
置
要

望
の
多
い
電
光
掲
示
板
の
見
通
し
は
。

A	

市
民
球
場
と
し
て
の
役
割
か
ら
、
多

額
の
費
用
改
修
の
予
定
は
な
い
。

Q 

野
球
を
通
し
た
市
外
・
県
外
か
ら
の

観
光
・
宿
泊
を
含
め
た
取
り
組
み
や
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
練
習
場
・
合

宿
誘
致
の
考
え
は
。

A	

球
場
を
使
い
過
ぎ
る
と
天
然
芝
が
傷

み
数
カ
月
の
養
生
期
間
が
必
要
と
な

る
の
で
、
市
民
や
利
用
団
体
へ
の
影

響
を
考
慮
し
、
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

Q 

来
年
４
月
に
設
立
す
る
社
会
人
硬
式

野
球
チ
ー
ム「
山
岸
ロ
ジ
ス
タ
ー
ズ
」

を
地
域
で
育
て
る
環
境
づ
く
り
が
大

事
だ
と
思
う
。
市
と
し
て
の
支
援
は
。

A	

施
設
の
利
用
な
ど
協
力
で
き
る
と
こ

ろ
は
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
。

Q 

地
域
産
業
を
支
え
る
中
小
企
業
の
経

営
基
盤
強
化
な
ど
、
競
争
力
を
高
め

る
産
業
振
興
は
進
ん
で
い
る
か
。

A	

各
種
補
助
制
度
の
活
用
の
働
き
か
け
、

商
工
団
体
へ
の
支
援
、
雇
用
確
保
支

援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
度
か

ら
は
島
田
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

「
お
び
サ
ポ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

Q 

昨
年
は
県
内
複
数
の
市
町
で
中
小
企

業
振
興
の
基
本
条
例
を
制
定
す
る
動

き
が
あ
り
、
静
岡
県
で
も
制
定
す
る

よ
う
だ
が
、
市
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

A	

こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま
え
商
工
会

か
ら
要
望
も
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
島
田
市
中
小
企
業
・
小
規
模
企

業
振
興
条
例
の
制
定
を
考
え
て
い
る
。

県内自治体の住宅融資制度パンフレット

示
板
の
さ
ら
な
る
設
置
を
。

A	

議
会
事
務
局
な
ど
、
未
設
置
窓
口
に

積
極
的
に
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

Q 

難
聴
の
人
も
議
場
で
傍
聴
で
き
る
よ

う
に
、
磁
気
ル
ー
プ
（
補
聴
器
を
補

助
す
る
放
送
設
備
）
の
試
行
を
。

A	
設
置
お
よ
び
利
用
の
仕
方
を
実
際
に

検
証
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

Q 
障
が
い
者
に
寄
り
添
え
る
人
材
づ
く

り
と
し
て
、
要
約
筆
記
養
成
講
座
を

職
員
研
修
へ
の
位
置
づ
け
を
。

A	

難
し
い
が
、
人
事
課
に
て
検
討
す
る
。

島
田
球
場
を
核
に

賑
わ
い
交
流
活
性
化
を

村
むら

田
た

千
ち

鶴
づ

子
こ

 議員
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光
が
…
広
が
っ
て
い
く
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で
あ
る
。
協
議
会
を
設
置
し
て
、
業

者
選
定
方
法
や
エ
リ
ア
を
決
め
て
い

く
。

Q	

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

A	

平
成
30
年
３
月
に
工
事
完
了
し
た
後

に
開
通
の
予
定
で
あ
る
。

Q	

全
域
整
備
を
希
望
す
る
が
、
仮
に
未

整
備
地
域
が
残
っ
た
場
合
は
次
期
総

合
計
画
、
基
本
計
画
に
強
い
文
言
に

て
推
進
し
て
ほ
し
い
。

A	

適
切
な
文
言
を
記
載
し
た
い
。

Q	
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
光
フ
ァ
イ
バ
網

整
備
事
業
費
補
助
金
の
概
要
は
。

A	

民
間
業
者
が
行
う
光
フ
ァ
イ
バ
網
整

備
に
あ
た
っ
て
、
整
備
コ
ス
ト
の
低

下
に
よ
り
具
体
的
な
費
用
見
積
り
が

出
て
き
た
の
で
、
補
助
を
す
る
も
の

Q 

子
ど
も
の
貧
困
家
庭
の
状
況
は
把
握

し
て
い
る
か
。

A	

把
握
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
要
保

護
（
生
活
保
護
）
世
帯
と
準
要
保
護

世
帯
を
合
わ
せ
て
５
５
０
世
帯
あ
る
。

Q 

対
策
は
し
て
い
な
い
の
か
。

A	

児
童
扶
養
手
当
等
の
給
付
や
修
学
資

金
の
貸
付
け
等
を
行
っ
て
い
る
が
、

十
分
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
来
年
度

実
態
調
査
を
行
う
。

Q 

栄
養
面
や
孤
食
防
止
の
た
め
、
子
ど

も
一
人
で
も
行
け
る「
こ
ど
も
食
堂
」

を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

A	

実
態
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
実
施
す
る

際
に
必
要
な
支
援
を
検
討
す
る
。

Q 

月
坂
団
地
前
を
通
る
県
道
の
マ
ン
ホ

ー
ル
等
を
歩
道
へ
移
設
し
て
、
騒
音

を
減
ら
す
考
え
は
な
い
の
か
。

A	

マ
ン
ホ
ー
ル
お
よ
び
汚
水
管
が
原
因

で
振
動
、
ま
た
騒
音
が
出
る
と
い
う

指
摘
は
い
た
だ
い
て
い
な
い
。
歩
道

の
中
へ
マ
ン
ホ
ー
ル
、
汚
水
管
を
移

設
す
る
と
い
う
考
え
は
全
く
な
い
。

Q 

７
月
28
日
自
衛
隊
静
浜
基
地
移
転
の

県
知
事
発
言
に
つ
い
て
、
現
状
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

A	

静
岡
空
港
の
大
規
模
な
広
域
防
災
拠

点
と
し
て
の
機
能
強
化
を
図
る
た
め
、

あ
ら
か
じ
め
静
浜
基
地
の
持
つ
災
害

時
の
機
能
の
一
部
を
静
岡
空
港
に
持

た
せ
て
は
ど
う
か
と
い
う
趣
旨
で
発

言
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
静
浜
基
地

そ
の
も
の
を
移
転
す
る
こ
と
は
な
い

と
確
認
し
た
。

Q 

県
知
事
の
『
防
災
拠
点
と
し
て
』
と

い
う
発
言
が
な
か
っ
た
と
し
た
場
合
、

市
は
移
転
を
認
め
る
つ
も
り
は
あ
っ

た
の
か
。

A	

あ
り
得
な
い
話
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
民
間
の
航
空
機
離
発
着
用
の
空
港
と

し
て
建
設
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
い

く
ら
県
が
造
り
、
県
が
所
有
し
て
い

る
空
港
と
は
い
え
、
自
衛
隊
の
基
地

を
移
転
す
る
と
い
う
話
に
お
い
て
は

考
え
ら
れ
な
い
こ
と
と
し
か
答
え
よ

う
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ADSL・光速度の違い

振動の原因？損傷が激しいマンホール周辺

ア
ク
セ
ス
道
路
騒
音
対
策
は

知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
こ
ど
も
食
堂
」

静
浜
基
地
移
転

知
事
発
言
に
つ
い
て
問
う

伊
い

藤
とう

　孝
たかし

 議員

横
よこ

田
た

川
がわ

真
まさ

人
と

 議員



志
太
３
市
の
連
携
で
活
性
化
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Q 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
あ
る
が
、
ダ

イ
ヤ
・
料
金
の
変
更
で
、
市
の
収
支

の
増
減
は
ど
う
な
っ
た
か
。

A	

約
３
０
０
０
万
円
が
減
額
さ
れ
た
。

Q 

バ
ス
は
高
齢
者
の
交
通
手
段
だ
。
福

祉
費
を
削
っ
て
は
い
け
な
い
。
苦
情

が
出
て
い
る
地
区
は
ど
こ
か
。

A	

市
内
全
域
か
ら
出
て
い
る
。

Q	

特
に
ど
こ
か
。

A	

中
山
間
地
が
多
い
。

Q 

10
月
に
も
ダ
イ
ヤ
改
正
が
で
き
る
と

聞
い
て
い
る
。
や
る
の
か
。

A	

制
度
上
で
き
な
い
。

Q 

４
月
に
は
ダ
イ
ヤ
改
正
す
べ
き
だ
。

や
る
の
か
。

A	

少
し
ず
つ
修
正
し
て
い
き
た
い
。

Q	

ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ
り
子
供
た
ち
が
危

険
な
目
に
あ
っ
て
い
な
い
か
。

A	

山
の
家
停
留
所
が
少
し
注
意
を
必
要

と
す
る
場
所
で
あ
る
。
見
直
し
を
図

っ
て
い
く
。

Q 

市
民
病
院
へ
の
直
通
バ
ス
だ
が
、
工

夫
す
れ
ば
で
き
な
い
か
。

A	

考
え
て
い
な
い
。
他
の
方
法
で
検
討

し
た
い
。

Q 

業
務
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）の
状
況
は
。

A	

本
年
度
末
ま
で
に
修
正
し
た
計
画
の

策
定
を
完
了
予
定
で
あ
る
。

Q 

住
民
重
要
デ
ー
タ
の
保
管
状
況
は
。

A	

本
庁
・
市
内
・
県
外
の
サ
ー
バ
ー
で

多
重
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

Q 

罹
災
証
明
発
行
時
の
人
的
応
援
は
。

A	

県
土
地
家
屋
調
査
士
会
と
協
定
を
締

結
し
て
い
る
。

Q 

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
の
策
定
は
。

A	

本
年
度
末
ま
で
に
完
了
予
定
で
あ
る
。

Q 

市
内
の
災
害
廃
棄
物
の
発
生
推
定
量

と
、
そ
の
処
理
施
設
の
必
要
面
積
は
。

A	

量
は
90
万
３
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
、

面
積
は
２
・
５
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
で

36
万
平
方
メ
ー
ト
ル
が
必
要
で
あ
る
。

Q 

最
終
処
分
場
の
必
要
性
は
。

A	

県
は
、
災
害
廃
棄
物
を
各
自
治
体
で

処
理
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。

Q 
Ｆ
Ｍ
島
田
の
災
害
時
の
役
割
は
。

A	
緊
急
時
の
放
送
は
も
と
よ
り
、
復
旧

時
の
身
近
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
る
。

もっと、よりそった市政にならないか

Q 

地
域
の
課
題
を
解
決
し
た
い
町
内
会

に
若
い
世
代
が
参
画
す
る
た
め
に
は

ど
ん
な
工
夫
が
必
要
か
。

A	

活
動
内
容
に
つ
い
て
理
解
が
必
要
だ
。

Q	

官
地
を
市
民
の
生
き
が
い
指
定
区
域

に
し
て
、
整
備
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

A	
市
と
地
域
に
メ
リ
ッ
ト
が
で
る
工
夫

が
で
き
な
い
か
調
査
し
た
い
。

Q 
こ
ど
も
議
会
を
や
る
べ
き
だ
。

A	

教
育
課
程
の
中
で
時
間
的
な
こ
と
な

ど
、
大
き
な
課
題
が
あ
る
。

映画「向
ひ ま わ り

日葵の丘」島田市内ロケ風景

災
害
発
生
後
の
復
旧
対
策
は

万
全
に
！

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

ダ
イ
ヤ
改
善
を
！

清
し

水
みず

唯
ただ

史
し

 議員

青
あお

山
やま

真
まさ

虎
とら

 議員

Q	「
起
業・創
業
、
中
小
企
業
へ
の
連
携

支
援
に
よ
る
活
性
化
」
の
内
容
は
。

A	

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、

企
業
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
支
援
を
藤
枝
市

と
連
携
し
て
事
業
化
を
検
討
す
る
。

Q	

ロ
ケ
誘
致
に
よ
る
魅
力
創
出
は
。

A	

３
市
で
フ
ィ
ル
ム
サ
ポ
ー
ト
島
田
を

支
援
し
、
公
民
連
携
に
よ
る
３
市
の

地
域
資
源
の
情
報
を
共
有
す
る
窓
口

体
制
を
構
築
す
る
。



特
殊
案
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入
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は
慎
重
に
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Q 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
合
宿
を

島
田
に
誘
致
す
べ
く
、
４
月
に
高
木

副
市
長
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
赴
い
た

と
聞
く
。
内
容
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

A	

卓
球
代
表
チ
ー
ム
の
会
長
、監
督
、技

術
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
３
氏
に
会
い
、
島

田
市
の
練
習
会
場
予
定
の
ロ
ー
ズ
ア

リ
ー
ナ
を
含
め
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

ビ
デ
オ
を
見
て
も
ら
い
な
が
ら
事
前

合
宿
を
お
願
い
し
た
。

Q 

そ
の
後
の
誘
致
活
動
は
ど
う
か
。

A	

６
月
の
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
で
東
京

に
卓
球
代
表
チ
ー
ム
が
来
日
し
た
際

に
再
会
し
、
Ｐ
Ｒ
と
応
援
を
行
っ
た
。

来
年
６
月
の
大
会
時
に
は
、
コ
ー
チ

陣
が
島
田
市
の
視
察
に
来
て
く
れ
る
。

Q 

問
題
点
は
何
か
あ
る
か
。

A	

ロ
ー
ズ
ア
リ
ー
ナ
に
エ
ア
コ
ン
が
な

い
こ
と
で
、
改
修
設
置
費
用
は
２
億

４
千
万
円
程
度
を
想
定
し
て
お
り
、

国
か
ら
の
補
助
制
度
も
利
用
し
た
い
。

Q	

誘
致
が
成
功
し
た
時
の
メ
リ
ッ
ト
は

何
か
。

A	

一
流
選
手
の
プ
レ
ー
を
見
学
で
き
、

特
に
若
者
に
夢
を
与
え
地
域
ス
ポ
ー

Q 

２
年
前
に
大
雪
で
神
座
が
長
時
間
渋

滞
し
た
。
そ
の
他
、
雨
に
よ
る
大
井

川
堤
防
の
市
道
陥
没
や
、
落
石
に
よ

る
事
故
な
ど
も
、
危
機
管
理
部
を
設

置
し
た
こ
と
で
責
任
の
所
在
が
不
明

に
な
り
、
危
機
意
識
が
低
下
し
た
の

で
は
な
い
か
。

A	

原
子
力
災
害
の
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
や

地
域
防
災
訓
練
・
情
報
伝
達
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
な
ど
の
成
果
は
あ
っ
た
。

御
指
摘
の
点
は
今
後
各
部
の
連
携
を

強
化
徹
底
す
る
。

Q 

市
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
千

年
に
一
度
の
確
率
で
、
降
水
量
２
日

で
５
５
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
時
間
80

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
想
定
し
て
い
る
が
、

現
在
は
80
～
90
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
も
珍

し
く
な
い
。
過
去
に
近
隣
で
降
水
量

が
７
０
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
。

想
定
を
見
直
す
べ
き
だ
。

A	

現
在
の
も
の
で
も
応
用
で
対
応
で
き

る
。
今
後
、
新
た
な
想
定
が
出
さ
れ

た
後
作
成
し
た
い
。

Q 

ダ
ム
の
堆
砂
や
河
床
の
低
下
に
よ
る

堤
防
の
洗
掘
・
侵
食
も
心
配
だ
。
瞬

間
雨
量
の
増
大
に
よ
る
内
水
反
乱
も

含
め
再
検
討
を
求
め
る
。

A	

事
前
の
避
難
を
徹
底
す
る
。

Q 

洪
水
マ
ッ
プ
上
で
浸
水
が
危
惧
さ
れ

る
水
害
対
策
本
部「
お
お
る
り
」の
非

常
用
電
源
が
地
下
に
あ
る
の
は
問
題

だ
。
改
善
を
求
め
る
と
と
も
に
、
市

役
所
も
地
震
の
際
は
機
能
し
な
い
の

で
は
な
い
か
。

A	

躯
体（
天
井
な
ど
を
除
く
建
物
本
体
）

は
壊
れ
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

エアコン整備が検討されるローズアリーナ

おおるり地下の非常用発電装置

成
功
さ
せ
た
い

海
外
チ
ー
ム
の
合
宿
誘
致

大
丈
夫
か
？
市
の
防
災
対
策

山
やま

本
もと

孝
たか

夫
お

 議員

八
や

木
ぎ

伸
のぶ

雄
お

 議員

Q	

技
術
性
や
文
化
芸
術
性
を
有
す
る
入

札
に
は
工
夫
が
必
要
だ
が
ど
う
か
。

A	

こ
れ
ら
の
特
殊
案
件
に
つ
い
て
は
、

そ
の
道
に
精
通
し
て
い
る
技
術
者
や

専
門
家
等
に
意
見
を
求
め
随
意
契
約

を
含
め
た
適
正
入
札
を
行
い
、
業
者

選
定
を
し
て
い
く
。

ツ
振
興
に
役
立
つ
と
共
に
、
国
際
感

覚
が
育
ま
れ
る
効
果
が
期
待
で
き
る
。



 18議会だよりShimada City Assembly News
※このコーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

ま
ち
づ
く
り
計
画
の
中
で
、
よ
り
踏

み
込
ん
だ
方
向
性
を
示
す
。

　
　
今
か
ら
の
時
代
、
病
院
と
福
祉
の
一

体
化
が
さ
ら
に
必
要
と
な
る
。

Q 

新
病
院
周
辺
に
内
科･

整
形
外
科･

眼

科･

歯
科
等
が
あ
る「
医
療
村
」を
建

設
す
る
と
か
、
老
後
の
安
心
の
た
め

の
介
護
付
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
を
ま
ち

づ
く
り
計
画
に
組
み
込
め
な
い
か
。

A	

そ
の
方
向
性（
医
職
住
）に
向
か
っ
て

い
る
の
で
、
提
案
に
賛
同
す
る
。　

出
店
い
た
だ
く
こ
と
も
活
用
の
方
法

で
は
な
い
か
と
期
待
を
し
て
い
る
。

Q 

例
え
ば
、
企
業
が
長
期
に
渡
り
利
用

し
て
い
る
市
の
借
地
が
、
途
中
企
業

か
ら
購
入
要
望
が
あ
っ
た
場
合
、
企

業
流
出
を
防
ぐ
意
味
で
優
遇
取
得
で

き
る
よ
う
な
契
約
内
容
で
借
地
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

A	

今
回
の
提
案
を
受
け
て
、
先
進
事
例

を
調
査
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

Q 

旧
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
を
振
り

返
る
と
、人
口・商
品
販
売
額
等
、目

標
値
と
実
績
値
に
か
な
り
の
開
き
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
検
証
と
、
今
後
の

対
応
の
あ
り
方
を
伺
う
。

A	

旧
計
画
は
計
画
の
た
め
の
計
画
で
あ

っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
途
中
で
も
目

標
値
も
含
め
て
修
正
し
て
い
く
。

Q 

中
心
市
街
地
活
性
化
（
特
に
本
通
５

丁
目
以
東
）
の
投
資
金
額
を
抑
制
す

る
の
に
、
地
主
か
ら
土
地
を
借
り
て

使
う
権
利
を
第
三
者
に
委
ね
る
「
定

期
借
地
権
」
設
定
で
、
小
さ
な
基
盤

整
備
を
繰
り
返
し
土
地
の
流
動
性
を

高
め
、
街
の
再
開
発
は
で
き
な
い
か
。

A	

大
変
可
能
性
あ
る
手
法
だ
。
進
め
方

と
し
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
等
は
民

間
に
お
願
い
す
る
。

Q 

新
病
院
は
街
の
核
と
な
る
公
共
施
設

で
あ
る
。
開
院
後
の
周
辺
整
備
に
つ

い
て
伺
う
。

A	

病
院
周
辺
の
道
路
や
排
水
路
の
整
備
。

例
え
ば
、
大
津
谷
川
に
沿
っ
た
幹
線

道
路
構
想
な
ど
、
住
環
境
を
さ
ら
に

良
好
に
す
る
。
こ
れ
か
ら
策
定
す
る

Q 

市
が
保
有
す
る
財
産
の
う
ち
、
利
用

し
て
い
な
い
ま
と
ま
っ
た
土
地
の
総

面
積
と
資
産
価
値
は
い
く
ら
か
。

A	

未
利
用
地
は
３
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、

１
０
０
坪
以
上
の
も
の
は
市
内
に
12

カ
所
、
面
積
は
合
計
で
約
2
万
９
０

０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、
約
９
０
３
０

坪
。
資
産
価
値
は
、
近
傍
地
の
評
価

額
か
ら
推
計
し
約
９
億
円
で
あ
る
。

Q 

そ
の
土
地
は
公
表
し
て
い
る
か
。

A	

現
在
、
公
表
し
て
い
な
い
。

Q 

民
間
活
力
で
有
効
活
用
を
考
え
る
の

で
あ
れ
ば
、
そ
の
情
報
は
公
表
す
べ

き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

A	

他
の
自
治
体
の
例
で
、
有
効
活
用
に

つ
な
が
る
よ
う
な
方
策
が
あ
れ
ば
、

工
夫
し
て
い
き
た
い
。

Q 

大
津
通
沿
い
の
コ
ン
コ
ル
ド
跡
地
を

市
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

て
、
利
活
用
を
進
め
て
い
く
の
で
あ

れ
ば
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
施
設
が

で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
か
。

A	

子
育
て
世
代
の
居
場
所
と
い
う
観
点

と
、
も
う
一
方
で
高
齢
者
の
居
場
所

に
も
な
る
。
小
売
業
や
飲
食
店
等
に

プロポーザルに提案された新病院のイメージ図

今後の利活用が期待される市有地

市
有
財
産
を

も
っ
と
活
用
し
よ
う
！

視
点
を
変
え
れ
ば

ま
ち
づ
く
り
が
変
わ
る

杉
すぎ

野
の

直
なお

樹
き

 議員

佐
さ

野
の

義
よし

晴
はる

 議員
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で
拡
大
す
べ
き
だ
が
、
ど
う
か
。

A	

今
の
制
度
で
拡
大
す
る
と
５
６
０
０

万
円
掛
か
る
試
算
だ
。
国
、
県
の
補

助
が
受
け
ら
れ
ず
、
実
施
は
困
難
だ
。

Q 

学
習
支
援
の｢

無
料
塾
」
や
食
生
活

の
貧
困
に
対
応
す
る「
子
ど
も
食
堂
」

に
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

A	
来
年
度
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

事
業
と
し
て
、
食
事
の
提
供
、
学
習

支
援
を
試
み
と
す
る
モ
デ
ル
事
業
を

実
施
し
て
い
き
た
い
。

Q 

子
ど
も
の
６
人
に
１
人
が
貧
困
状
態

に
あ
り
、
中
で
も
ひ
と
り
親
家
庭
は

深
刻
で
、
貧
困
率
は
54
・
６
％
（
２

０
１
２
年
）
だ
。
市
は
、
子
ど
も
の

貧
困
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し

て
い
る
か
。

A	

市
内
の
子
ど
も
の
貧
困
の
現
状
に
つ

い
て
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。
た
だ
、

幼
稚
園
、
保
育
園
、
学
校
に
お
い
て
、

子
ど
も
が
発
す
る
貧
困
の
サ
イ
ン
か

ら
状
況
を
判
断
し
て
い
る
。

Q 

貧
困
の
実
態
調
査
を
来
年
度
実
施
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
内
容
は
。

A	

先
進
自
治
体
の
も
の
を
参
考
に
、
専

門
的
な
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
入
っ
て

も
ら
い
、
内
容
を
検
討
し
て
い
く
。

Q 

経
済
的
に
困
難
な
家
庭
に
、
学
用
品

費
や
給
食
費
な
ど
を
支
給
す
る
就
学

援
助
制
度
が
あ
る
。
対
象
と
な
る
家

庭
の
所
得
基
準
を
「
お
知
ら
せ
」
に

掲
載
し
て
、
申
請
し
や
す
く
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

A	

受
給
対
象
と
な
る
所
得
基
準
を
示
し

て
い
き
た
い
。

Q 

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
を
高
校
生
ま

健やかな成長への支援をどの子へも

本
気
で
取
り
組
め
！

子
ど
も
の
貧
困
対
策

桜
さくら

井
い

洋
よう

子
こ

 議員

意
見
書
１
件
を
採
択
し
ま
し
た

　
地
方
議
会
は
、
そ
の
自
治
体
の
公
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国

会
ま
た
は
関
係
行
政
機
関
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
９
月
定
例
会
で
は
意
見
書
の
提
出
１
件
に
つ
い
て
採
択
し
、
国
会
と

関
係
行
政
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

※
提
出
し
た
意
見
書
の
全
文
は
、
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
市
役
所
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
御
覧
く
だ
さ
い
。

軽
度
者
向
け
の
福
祉
用
具
貸
与
と
住
宅

改
修
の
利
用
に
つ
い
て
、
介
護
保
険
の

給
付
対
象
と
し
て
継
続
す
る
こ
と
。

次
期
介
護
保
険
制
度
改
革
に
お
け
る

福
祉
用
具
貸
与
・
住
宅
改
修
の
見
直
し
に

関
す
る
意
見
書

※このコーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。
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ザッ討論 賛成？
反対？

　市議会定例会最終日に議案の採決が行われます。採決の前に、議案への賛成・反対の意見を議員が相互に表明
する「討論」を行います。
　９月定例会では、６議案について延べ14人の議員が賛成・反対の意見を表明し討論を行いました。

【認定第１号】平成27年度一般会計決算の認定

【認定第７号】平成27年度介護保険事業特別会計決算の認定

　昨年度の決算額は、歳入が約３７７億円、歳
出が約３59億円で、差引額は約17億円、実
質収支額は約16億円である。予算が適正かつ
効率的に執行され、当年度の各事業が成果を
挙げていることは、評価すべきものと考える。
　財政運営の効率性と健全性を旨

むね

とし、市民
本位の行政サービス提供に努めたものであり、
一般会計決算の認定に賛成する。

　いわゆる団塊の世代が要介護となる確率が
高まる2025年を見据えた介護保険制度改正の
影響を受け、適正な決算と理解する。
　当年度は
①他市町に先駆けて新総合事業を開始。
②保険料を県下で3番目に安い金額に設定。
③要支援・介護認定率も、他市町に比べ極め
て低い値となっている。
　よって、高齢者福祉施策に積極的かつ適正
に取り組んだ成果と評価する。

賛 

成

賛 

成

　子どもたちの自然体験学習サタデーオープン
スクール。その参加費が児童１人100円から500
円になり、さらに現在は700円で、今後1,000円
になるという話だ。当然市の税収も昨年度より
約5倍。金の話というより考え方の問題である。
子どもへの対応は大人として一番試される。

①65歳以上の介護保険料の基準月額を550円
引き上げ、４，550円としたが、支払い準備
基金を活用し、引き上げの抑制をすべき。
②介護認定で要支援１・２の訪問介護、通所介
護を保険給付から外し、地域支援事業に移行し
た。地域包括支援センターを充実すべき。　
③特養入所要件の要介護度３以上や介護サービ
スの利用料２割負担の導入、低所得者の特定入
所者介護サービスの認定要件の厳格化など「保
険あって介護なし」の状況を進めた。

①行政改革のコスト削減と称して、かわね保育
園の民営化の準備をすすめ、移管先法人を決定
した。公立と私立が切磋琢磨して、島田のより
良い保育を作っていくべきだ。
②現業職員や保育士などの退職不補充と、臨時・
嘱託職員が４割を占める非正規化を進めた。
③情報漏えいやなり済ましが不安視される中、
住民に12桁の番号を付け、税や社会保障給付な
どの情報を行政手続きなどで活用するマイナン
バー制度を導入した。

反 

対

反 

対

反 

対

サタデーオープンスクール

①
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賛 

成

賛 

成

【議案第74号】市立保育所設置条例（一部改正）

【議案第82号】財産の無償譲渡（かわね保育園）

○＝賛成　×＝反対

氏　
　
名

山
本　

孝
夫

森　
　

伸
一

伊
藤　
　

孝

紅
林　
　

貢

福
田　

正
男

杉
野　

直
樹

横
田
川
真
人

佐
野　

義
晴

仲
田　

裕
子

大
石　

節
雄

村
田
千
鶴
子

平
松　

吉
祝

清
水　

唯
史

八
木　

伸
雄

藤
本　

善
男

青
山　

真
虎

桜
井　

洋
子

会
派
名

きょうどう島田 桃
とう

李
り

の会 魁
さきがけ

しまだ 創造島田 無会派

【認定第１号】
　平成27年度一般会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

【認定第７号】
　平成27年度介護保険事業特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

【議案第74号】
　市立保育所設置条例（一部改正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

【議案第81号】
　財産の取得（消防ポンプ自動車の購入） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

【議案第82号】
　財産の無償譲渡（かわね保育園） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

【請願第１号】（P23）
　所得税法第56条の廃止を求める意見書提出を求める請願 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ × × ○

※議長（曽根嘉明）は、採決には加わりません。（並び順は会派ごとの議席順）

　市が運営しているかわね保育園を、平成29年
４月１日から社会福祉法人五和会に移管させる
ことに伴い、かわね保育園の名称を削除する条
例改正に反対する。
　今、保育士不足が問題になっているが、保育
士は身分でも待遇でも保障された中で、保育の
仕事の蓄積ができる。公立は、保育の規範およ
び基準となる役割をもっている。公立保育園の
存続はますます重要ではないか。

　かわね保育園の園舎、および倉庫を移管先法
人に無償譲渡することに反対する。民営化する
からといって、市民の財産を無償で譲渡するこ
とは、著しく公平公正さを欠くものであり、避
けなければならないことだ。土地は無償貸与と
しているが、便宜を図りながら強引に民営化す
るやり方は容認できない。

反 

対

反 

対

【採決結果一覧】賛成・反対が分かれた議案を掲載しています

　これからの児童福祉は、保育のみならず子ど
もや子育て家庭の視点に立った多様で柔軟なサ
ービスが求められ、そのための人材や財源の確
保が必要である。民間にできることは任せ、行
政は効率化を進めることが不可欠である。適切
な指導・支援と、官・民の連携を密にしていく
ことにより質を維持しつつ、他の子育て支援の
充実を図っていく時代であると考える。
　保育のための連携が一層強化され、市の子育
て支援体制のさらなる充実を期待する。

賛 
成

【議案第81号】財産の取得について（消防ポンプ自動車の購入）
　「ボールペン１本から公共事業まで、市内業
者でできることは、全て市内業者に発注すべき
だ。」何回も言ってきた。分離発注でも修理やメ
ンテナンスに全く変わりなかった。地元企業の
税収や貢献度を考えれば市内の業者に発注すべ
きだ。プレミアム金券事業など市内での消費を
喚起し、商店の活性化を目指しても、市の事業
を市外業者に発注するようでは、『ざるで水をす
くう施策』だ。市内の企業の声を代弁する意味
合いからも、同議案に反対する。

反 

対

　消防ポンプ自動車の購入については、当初市
内業者に限定し、一括発注方式により入札を行
ったが、入札が不調となったことから、市外艤
装業者に再入札を行った。その結果不落ではあ
ったが、予定価格と入札金額の差が軽微な5％
以内であり、地方自治法の規定により随意契約
とした。消防ポンプ車の調達を確実に行い、市
民の安全確保を最優先に手続きがされ、市内業
者への発注を引き続き目指す方針であることか
ら、本議案に賛成する。

　市立かわね保育園を法人に移管するにあたり、
園舎の無償譲渡は、法人の経済的負担を軽減し、
円滑な保育を継続するために必要である。
　運営主体と保育士が代わるなか、馴染みのあ
る園舎に登園することは園児にとって大事なこ
とでもある。
　園舎の無償譲渡は、良好な保育業務を引き続
き行うためにも必要である。
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　請願とは、国民に認められた憲法上（第16条）
の権利の一つで、国または地方公共団体の機関
に対して意見や希望を述べることを言います。
　提出された請願は、所管常任委員会に審査を
付託し、その審査の結果を本会議に報告した後、
議会としての採択・不採択の決定をします。

「請願」とは？

　白色申告事業者の配偶者とその親族の労働の
対価が必要経費として算入されず、家族の人権
が認められないことから、「所得税法第56条の廃
止を求める意見書」を国に提出する請願が提出
されました。

今回の請願はどんなもの？
今回の提出請願所得税法第56条の廃止を
求める意見書提出を求める請願

【請願第１号】

賛成７人　反対10人
よって、請願は不採択となりました。

（詳細は21ページの一覧をご覧ください）

　所得税法第56条は、配偶者や子どもなど個人事業
主と一緒に働いている家族従業者の給与を必要経費
として認めない規定だ。家族がいくら働いてもただ
働きとし、事業者の所得からは、白色事業専従者控
除として、配偶者86万円、その他の親族は50万円を
上限に控除されるだけである。家族従業者の人格・
人権、労働を正当に評価し、その働き分を必要経費
に認めさせるため、所得税法第56条の廃止を求める
意見書を国に提出する請願に賛成する。

　白色申告を規定した所得税法第56条は、昭和40年、
男尊女卑・家長制度が色濃く残る中で制定された。現
在では青色を規定した第57条同様に収支課税だ。に
もかかわらず、事業主の配偶者や家族の給与を認め
ていない。経営状態から家族に給与を支払うことが
できない人は仕方ない。しかし、法律で給与を支払
うことを抑制することは納得できない。商店主や農
業経営者の配偶者や後継者の権利を踏みにじる法律
は廃止すべきだ。

　ＪＡ大井川島田総括本部、日本茶インストラクターの資格をもつ職員の指導で、「美味し
いお茶の淹れ方教室」を行いました。４グループに分れ、ＪＡ大井川茶加工部職員の方よ
り、湯温や蒸らし時間の説明を聞きながら、リーフ茶を急須で入れました。まろやかで美
味しいお茶は、お茶の持つ「癒やし」と「おもてなし」のこころが伝わる体験でした。

賛 
成

賛 

成

　家族経営者が家族従事者に対し正当な対
価を支払うためにも、所得税法第56条の持
つ役割と所得税法第57条のあり方を含め検
討を進めるべきと考える。親族間の取引に
おける恣意性を排除し公平性を守る等の必
要があり、これらを判断基準とする制限規
定及び税法の改正が必要であることから、
的確ではないと判断する。

反 

対

市議会議員･ＪＡお茶の淹れ方教室を体験

緊張しながら注ぎました。

皆さん知っていますか？
　「茶寿」とは１0８才のことで
す。お茶をたくさん飲んで健康
で長生きしましょう。

ザッ討論
賛成？反対？

議会活動レポート①

②

９/13
（火）

結 果
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　市長から市議会に対し、「現在使用している谷口地区（初倉）の最
終処分場への一般廃棄物処理灰等搬入を、平成29年3月31日をもっ
て終了し、４月１日からは処理を外部委託する。」という説明があり
ました。
　また、「次の最終処分場の建設計画は、いくつかの候補地を選定し
ながら総合的に判断して進めていく方針」で、「それまではごみの種
類ごと複数の外部委託先に処理を委託する」とのことです。
　現在の処分場は借用地であるため、使用終了後に覆土を行い、静
岡県の確認を経てから地権者へ返還することになります。
　議員からは、「処理灰以外のごみ（川さらい土砂、家庭のコンク
リートガラなど）をどうするのか」などの質問が出され、市当局か
らは「すでに外部委託している近隣市の処理方法を参考にし、種類
ごとの外部委託処理を考えている。」との回答がありました。

一般廃棄物（処理灰等）は
「埋め立て」から「外部委託」へ

　静岡市を中心に島田市・牧之原市・吉田町・川根本町で、６年か
け準備をしてきた消防広域化が、本年４月から始まりました。
　9月末で半年が経過したため、静岡市消防局職員が島田市議会を
訪れ、検討段階から言われていた広域化のメリットについて報告を
しました。
　管轄境の変更による現場への到着時間短縮・出動車両の台数増加・
同時火災発生時のバックアップ体制など、数多くの事例を交えての
説明がありました。
　消防広域化のメリットは、市民の生命や財産の保全に直結してい
ます。今後も、消防広域化のメリットの維持拡大を期待します。

消防広域化開始から半年が経過

　山梨県甲州市議会議員9人が島田市議会を来訪し、「議会だより」
の編集について意見交換を行いました。
　甲州市議会も、現在、議会だよりの改革に努めており、「しまだ
議会だより」の編集方法（編集から発行までの過程）や冒頭の特集
記事の選定方法、紙面改革のプロセスについての質問がありました。
島田市議会が数年で紙面改革を行ったことについては、「決定が早
い」「委員以外の議員の方の了承はどのようにしたのか」といった質
問が寄せられました。
　これからも、他の市議会から視察に来てもらえる「議会だより」
となるように、これからも編集に努めます。

山梨県甲州市議会が
『しまだ議会だより』視察に

議会活動レポート②

議会活動レポート③

議会活動レポート④

８/２
（火）

９/30
（金）

９/30
（金）



今大会も、ランでも応援でも
がんばりました！
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　島田市議会は、毎年10月に開催さ
れる「しまだ大井川マラソン	in	リバ
ティ」の大会に参加しています。
　今回は5人の議員が大会へ出場し、
12人がステーションでの応援とラン
ナーへの給水係のボランティアを担当
しました。
　雨上がりの爽やかな１日、多くのラ
ンナーや市民ボランティアと協力し、
大会を盛り上げました。

日 月 火 水 木 金 土
11/20 21 22 23 24 25 11/26

本会議
（初日）

勤労感謝
の日

27 28 29 30 12/1 2 3

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

4 5 6 7 8 9 10

本会議
（一般質問）

本会議
（議案質疑）

常任委員会
（厚生教育）
（経済建設）

常任委員会
（総務生活）
（予備日 ）

11 12 13 14 15 16 17

本会議
（最終日）

11月市議会定例会傍聴のお知らせ

議会だより編集に関する特別委員会
【委 員 長】　村田千鶴子
【副委員長】　山本　孝夫
【委　　員】　杉野　直樹　　伊藤　　孝
　　　　　　桜井　洋子　　仲田　裕子
　　　　　　八木　伸雄

　「市民に読みやすく、分かりやすく、親しみやす
い」議会だよりを目指し、今夏、東京都羽村市議会、
新潟県燕市議会を訪問し調査を行いました。
　両市議会は「議会改革は広報改革であり、広報改
革は議会改革である」と、大胆な発想や斬新な表紙
づくりなどの改革に取り組んでいる姿勢に大いに触
発されました。今号より、特集シリーズは、常任委
員会の協力を得て、一般市民（ボランティア活動）
の皆様に焦点をあててまいります。
　取材の折には、ご協力をお願いします。

編 集 後 記

議会を聴きに行こう！
　　　　議会をオンラインで見てみよう！

☆本会議は9時30分開会です。
☆常任委員会は午前は9時、午後は１時30分開会です。
☆日程が変更されることがあります。ホームページ等でご確認
ください。
あなたのパソコン・スマホ・タブレットでも視聴できます。
　青色のラインで示された日には、インターネットでの生中継
を行います。

傍聴をご希望の方は、議会開催日に市議会議場（市役所
３階）へお越しください。	

燕市議会の皆さんと

10/30
（日）

議会活動レポート⑤


